
2000年出上の木簡
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荒
井
猫
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
今
回
出
土
し
た

一
三
点
を
含
め
て

計
六
三
点
に
達
す
る
。

木
簡
の
形
状
は
、
幅
の
狭
い
長
方
形
で
上
端
部
を
圭
頭
状
に
し
、
下
端
部
を

尖
ら
せ
た
も
の
が
多
く
、
切
り
込
み
の
あ
る
の
は
第

一
三
次
調
査
で
出
土
し
た

第

一
号

（本
号
の
釈
文
と
訂
正
と
追
加
ω
）
と
第
三
人
号

（同
の
）
の
二
点
だ
け
で

あ
る
。
と
も
に
町
跡
地
区
の
も
の
で
、
館
Ｂ
地
区
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。

判
読
で
き
た
も
の
に
は
、
と
尺
バ
ン
）
と
大
日
如
来
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が

多
く
、
梵
字
で
金
剛
界
大
日
如
来
と
胎
蔵
界
大
日
如
来
真
言
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
が
少
数
認
め
ら
れ
る
。

（押
山
雄
三
）

宮
城
。中
野
高

柳

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
高
柳

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
七
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
則
之

。
佐
久
間
光
平

・
須
田
良
平

。
高
橋
栄

一
。

引
地
弘
行

・
稲
毛
英
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
野
高
柳
遺
跡
は
七
北
田
川
左
岸
の
標
高
三
―
四
ｍ
の
自
然
堤
防
上
に
立

地
し
て
い
る
。
仙
台
港
背
後
地

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

一
九
九
四

。
九
五
年
に
は
宮
城

県
教
育
委
員
会
、　
一
九
九
五
―

九
七

・
九
九
年
に
は
仙
台
市
教

育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
調
査
は
、

遺
跡
の
北
部
約
三
〇
〇
〇
ポ
を
　

９

(仙 台)



対
象
に
行
な
い
、
方
形
の
堀
に
囲
ま
れ
た
中
世
の
屋
敷
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
屋

敷
跡
は
二
時
期
あ
り
、
規
模
は
、
古
段
階
で
東
西
五
五
―
六
〇
ｍ
南
北
六
〇
ｍ

以
上
、
新
段
階
で
東
西
二
五
―
三
〇
ｍ
南
北
四
〇
ｍ
で
あ
る
。
屋
敷
内
か
ら
は

掘
立
柱
建
物
群

。
井
戸

・
溝

・
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
出
土
し
た
遺

物
に
は
陶
器
、
石
製
品

（石
臼
・
砥
石
な
ど
）、
木
製
品

（柄
約
な
ど
）
が
あ
る
。

木
簡
は
古
段
階
の
屋
敷
跡
の
南
側
を
区
画
す
る
幅

一
・
五
―
二

。
Ｏ
ｍ
の
堀

か
ら
出
土
し
た
。
年
代
は
伴
出
遺
物
が
少
な
い
た
め
、
新
段
階
の
屋
敷
跡
の
年

代
で
あ
る

一
六
世
紀
以
前
と
い
う
以
上
の
限
定
は
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
　
ｏ
岡
回
施
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
×
］叉
滓
霞

細
か
く
割
れ
た
状
態
で
出
上
し
て
お
り
、
接
合
の
結
果
、
右
記
の
釈
文
が
復

原
で
き
た
。
語
句
の
内
容
か
ら
み
て
、
塔
婆
の
断
片
の
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

（１
１
７
　
高
橋
栄
一
、
８
　
吉
野
　
武
）

ど
う

の

く
ち

宮
城
・洞
ノ
ロ
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
洞
ノ
ロ
東

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
仙
台
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
間
亮
輔

・
吉
田
和
正

・
森
　
剛
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
中
世
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

洞
ノ
ロ
遺
跡
は
、
七
北
田
川
の
北
岸
に
あ
る
自
然
堤
防
か
ら
後
背
湿
地
に
か

け
て
立
地
し
て
お
り
、　
一
九
九
二
年
か
ら
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
、
遺
跡
の
北
か

ら
東
側
に
か
け
て
の
低
地
部
分

で
は
、
平
安
時
代
前
半
か
ら
近

世
に
か
け
て
の
水
田
跡
を
確
認

し
て
お
り
、
南
西
側
の
微
高
地

部
分
で
は
、
中
世
後
期

（戦
国

ω

期
頃
）
の
城
館
に
伴
う
外
堀
や

仙

土
塁
も
検
出
し
て
い
る
。
ま
た

く

城
館
検
出
面
の
下
層
か
ら
は
、




